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研究内容 
［１］炭素系材料と水素の相互作用 

・これまで核融合実験装置で用いられてきた炭素系
材料は、水素・トリチウムの保持が問題となってい
る。水素の保持及び放出挙動について、水素がどの
ような状態で存在し、材料中をどのように移動する
かを解明し、その低減法について検討している。 

・水素は 2 種類のサイトと共有結合によって捕獲さ
れており、極めて高い温度で放出される。吸収、放
出の実験データをもとに、捕獲・脱捕獲・拡散・再
結合について、そのメカニズムの解明を試みた。こ
の研究で提唱したエネルギーダイアグラムが、現在
の標準モデルとなっている（図 1）[6]。 

 

図 1 黒鉛材料中での水素捕獲と水素移動モデル 

 

［２］水素吸蔵合金の水素吸放出特性 

・次世代エネルギーとして期待されている燃料電池
用の水素貯蔵媒体として、水素吸蔵合金の開発に取
り組んでいる。 

 

図 2 Mg-CaNi3 合金と Mg の水素吸収量および吸収
速度の比較（吸収温度 473 K） 

 

・安価かつ軽量な水素吸蔵材料として Mg が有望と
されるが、一般的に Mg 系合金は、水素の吸収・放
出速度が極めて遅く、その吸放出に 300℃程度の高
温を必要としている。これに対して、Mg へ Ca、Ti、
Ni、Fe、Co 等を加え、メカニカルアロイングの手
法により製造した合金材料では、5 mass%以上の極
めて高い水素吸収量、200℃での高い吸放出速度を
示し、著しい性能改善効果が得られている（図 2）。 

 

［３］熱電変換材料の開発 

・放射性物質などの低質な熱源からエネルギーを取
り出す方法として、熱電変換材料の開発と性能向上
に取り組んでいる。 

 

［４］高レベル放射性廃棄物の固化処理と処分 

・原子力の将来を考える上で、放射性廃棄物の処理・
処分の問題は、避けることのできない重要な課題と
なっている。固化処理法の検討と、固化体内での元
素の存在状態、外界への漏出挙動を調べている。 

 

［５］エネルギー教育の在り方とその方法 

・中学・高校での教育の中で、エネルギーを取り巻
く情勢、エネルギーに関わる技術をいかに正しく理
解させるかについて取り組んでいる。 
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